
（中部報 2023-8） 

一般社団法人日本音響家協会中部支部 

2023年度 8回定例運営委員会（Web 会議）議事録 

 
1.開催日時：2023年 12月 12日（火） 20時 6分から 20時 30分 
2.開催場所：愛知県春日井市 丹羽 功支部長宅  
3.本日の出席者数：10人（議決権委任者数 4人を含む） 
4.Web出席者名：大矢英和、奥山陽一、佐藤孝郎 、櫻井博司、丹羽 功、溝口修一 
5.議決権委任者名： 浅野芳夫、倉地秀和、竹渕知博、松島大樹、 
6.議長：丹羽 功 
 
この運営委員会は、Web 会議システム(zoom)を用いて開催し、出席者の音声と映像が即時に他の 出席者に伝

わり、適時的確な意見表明がお互いにできる仕組みとなっていることが確認され丹羽支部長が議長として議事に

入りました。 
 
（1）報告事項 
第 1号議案 「月次会計報告 11月」（丹羽支部長） 
浅野会計担当が欠席のため丹羽議長が代理で本議案書別紙を提示して報告した。 

  
（2）審議決議事項 

第 1号議案 SET ビギナーズ開催について（大矢実行委員長） 

会場：名古屋市昭和文化小劇場、日程：2023年 12月 21日（木） 

参加者は 21名 講師は大矢委員、奥山委員、丹羽委員、松島委員 
 
第 2号議案 機関紙編集企画について（溝口編集委員長） 

テーマ：音響調整卓の今まで～現在～これから 

デジタル卓を製造している国内外のメーカーに音響調整卓の変化や今後の方向性について執筆を依頼す

る。 

12月中に溝口編集委員長の采配により実行委員内で担当を決め、1月中にメーカーにアプローチし執筆の

可否の確認を集約し依頼作業を進めていく。TASCAM は奥山委員担当。 

国内メーカー YAMAHA、Roland、TASCAM、TOA、Panasonic 

海外メーカー Soundcraft、DiGiCo、Behringer、ALLEN&HEATH 

メーカーへの依頼内容をまとめたものを溝口編集委員長から提出して頂く。 

全運営委員で特集企画に取り組む。 

 

第 3号議案 名古屋市芸術創造センター施設事業 舞台音響技術ワークショップ一般社団法人日本音響家

協会 音響セミナー について（佐藤実行委員長） 
タイトル：「イベント企画のためのワークショップ」  
会場：名古屋市芸術創造センターホール、日程：2024年 2月 2日（金） 
チラシの印刷完了、劇場等への配布は名古屋市芸術創造センターが担当。他にチラシの配布先があればお

知らせください。チラシ残部があります。 
佐藤実行委員長が高崎講師と打ち合わせを行い、施設の担当者とも事前に舞台打ち合わせをおこなう。 
当日の参加スタッフ（12月 12日現在）：大矢委員、奥山委員、丹羽委員 

 
第 4号議案 運営委員補充について 
支部運営委員補充のため、上間 章氏を支部長より推薦があり、運営委員会で了承した。 
役員補充に関しては社員総会での審議事項のため、次回の定時社員総会に議事提案する。 



(運営委員会に参加頂き、発言（意見）はしていきただきますが、議決権はありません) 

 

第 5号議案 その他 

2月 2日の音響セミナー終了後に支部懇親会を予定。松島実行委員長にて調整していただく。 
内容が決まり次第、支部メールニュースで会員に広報する。 

 

次回運営委員会は 2023年 1月 9日（火）20時から、オンラインにて開催する。 
 

本日のWeb会議システムを用いた運営委員会は終始異状なく議題の審議を終了した。 
以上をもって議案の全部を終了したので、議長は 20時 30分、閉会を宣した 

 

 

2023年 12月 12日 
一般社団法人日本音響家協会 中部支部運営委員会 

支部長：丹羽 功 
議事録作成者：大矢英和  


